
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道八雲養護学校は、独立行政法人国立病院機構八雲病院に隣接した、病弱の児童生徒を主に教育する特別支援学校です。
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平成３０年度 学校だより 第３号 

平成３０年 ７月２５日(水)発行 

 

さ  ら  ん  べ 

１学期を振り返って 

教 頭 宮 岸 尚 平  

 16名の児童生徒と38名の教職員でスタートした平成30年度も３分の１を終わろうとしております。１学

期は、保護者の皆様、病院、地域の方々のご協力のもと、高等部見学旅行、体育祭、移動理科教室、就労体験

学習など様々な学習活動を行うことができました。ありがとうございました。 

 さて、この１学期に特に印象深かった出来事を２点お話させていただきます。 

 １点目は、高等部見学旅行です。今年度の見学旅行は、東京スカイツリー、東京駅、国会議事堂の見学がメ

インの活動でしたが、事前学習をしっかりと行い、生徒一人一人が目的意識をもち、様々な活動を行いまし

た。自主研修では、事前学習で学んだことを生かし、仲間と協力しながら、自分たちで考えて行動する姿に驚

かされました。この経験は生徒たちにとって大きな自信につながったのではないかと思います。 

 ２点目は、就労体験学習です。後援会の会員の方々をはじめ、地域の様々な方々の協力を得て、１回目の就

労体験学習を終えることができました。児童生徒はメールなどを活用した事前の挨拶から始まり、依頼され

たことを丁寧に作成したり、仕事の内容を学んだりすることを通して、働くことの意義や大変さを学ぶこと

ができた活動になりました。 

 八雲町の方々に支えられて様々な教育活動を行っている本校も、過日、平成32年８月に札幌へと機能移転

することが正式に発表され、機能移転まで残すところ２年余りとなりました。これからは、あと２年で私た

ちが、お世話になっている八雲町に何を残していけるのかを今まで以上に考えながら、様々なことを行って

いく必要があります。残された期間も八雲町の方々とこれまで以上に連携協力し、教育活動を展開していき

たいと思います。 

 夏休みを終えると、平成で迎える最後の２学期になります。児童生徒の皆さんと夏休みの思い出の話をす

るのを楽しみにしています。 

 

本校の理科では、小・中、高等学校に準じた内容や、生徒により生 

活に関連させたものを中心にした内容を学習しています。様々な事柄 

を覚えるだけでなく、なぜそうなのかを大切にできる限り実体験を通 

して学習しています。 

八雲さけます事業所から、鮭の稚魚を持ってきていただき、鮭の生 

態について説明いただいたり、理科教育センターのサイエンスカーが 

来校し移動理科教室を行い、防災の３Ｄビデオを見たり、液体窒素に 

よる実験をしたりするなどの体験を行いました。（塩本） 

今
月
の
教
科 

理
科
の
窓 

教科別に紹介するコーナーです 

８月 １日（水） 登校学習 

８月１７日（金） ２学期始業式 

８月２１日（火） 移動図書館来校  読書の時間 

８月２２日（水） 訪問学級始業式  芸術鑑賞会 

８月２３日（木） 水泳学習 

８月２９日（水） 前期期末考査（中高）～３１日まで 

 



中学部１、２年生は八雲町立図書館、３年生は

八雲町簡易裁判所で校外学習を行いました。図書

館では館内の設備や本についての説明を受け、実

際に本を借りる体験をしました。生徒は DVD が

視聴できることや、拡大読書器があるということ

に感動していました。 

簡易裁判所では裁判員制度について学習した

後、それぞれ役割分担をし、法廷で模擬裁判を行

いました。今回の経験を通して、これまでよりも

裁判について深く知ることができました。（髙橋） 

小学部は、山崎小学校４名の児童との交流及び

共同学習を行いました。 自己紹介では、好きな

ことをクイズで出し合い、お互いを知ることがで

きました。  

他には、本校の児童が考えたゲームを、友達と

協力しながら楽しんだり、山崎小のみなさんの「よ

さこい」発表では、楽しみながら一緒に踊ったり

する児童の姿が見られました。 また、本校から

は体育祭の思い出作文や玉入れの練習の様子を一

人ずつ発表しました。  

その他にも、休み時間にかけっこをするなどし

て交流を深めることができました。（極壇） 

全校の児童生徒を対象に、就労体験学習が行われ

ました。本校の児童生徒は、校外に体験に出向くこ

とが難しいので、町内のいくつかの企業や施設にご

協力いただき、業務の一部の依頼を受ける形で、校

内で作業に取り組みました。これまでの学習で身に

つけた力の発揮や、一人一人の適性や能力に応じた

進路選択、社会参加に必要なマナーやルール等を身

につけることを目指し、グループに分かれてそれぞ

れの仕事に一生懸命取り組んでいました。（佐藤） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道教育委員会 

子ども相談支援センター 

相談窓口のお知らせ 

電話相談０１２０―３８８２―５６ 

（無料、毎日２４時間対応）※子どもたちだけ 

ではなく、保護者の方も利用できます。 

北海道八雲養護学校 ～日々の様子などをウェブページで発信しています～  八雲養護 検索 
〒049-3116 二海郡八雲町宮園町 128  電話 ０137-62-3670 FAX 0137-62-3427 
学校代表メール yakumoyougo-z0@hokkaido-c.ed.jp 
学校ウェブページ http//www.yakumoyougo.hokkaido-c.ed.jp 

 

留寿都高等学校と八雲養護学校との第２回交流

及び共同学習を行いました。 

今回は、レクリエーションや授業交流、名刺交換

などを一緒に行い、様々な場面で生徒同士の交流を

深めることができました。参加した生徒は「一緒に

学習することができ、とても楽しかった。」「次回の

交流も楽しみです」とふり返っていました。（三浦） 

魚つり 

ゲーム 


